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平成13毎3周期 童要不動産会社決算状況  

市 槽 博 喜  
1はじめに   

平成13年3月決算期の主要不動産会社の決算状況に閲し、東京証券取引所第一部上場のう  

ち18社及び第二部上場のうち2社、計20社について、当該各社が、証券取引法第24条の  

規定に従って提出した「有価証券報告書」に基づき、その概要を以下のように取りまとめた。  

1 ■調査対象不動産会社   

（D 第阿部上場会社  

三井不動産㈱、三菱地所㈱、平和不動産（槻、東京建物（槻、ダイビル㈱、㈱サンケイビ  

ル、東急不動産㈱、大和団地㈱、住友不動産㈱、小田急不動産㈱、東宝不動産（槻、藤和不  

動産㈱、ニチモ㈱、（槻大 京、㈱テーオーシー、（槻東京楽天地、三井不動産販売㈱、地産  

トーカン㈱   

（む 第三郡上喝会社  

有楽土地㈱、ダイア建設（槻   

2 決算期のみなし統四  

調査対象不動産会社の決算期は、その多くが3月未であり、一部、9月、（ニチモ）、1  

2月（東京建物、地産トーカン）、1月（東京楽天地）、2月（東宝不動産）の各月末の企  

業があるが、本調査においては、これらを3月期とみなして整理した。  

調査結果の概要  

1 経常利益及び経常損失の動向   

（D 経常利益及び経常観衆の通算額  

調査対象会社20社の平成13年3月期における経常利益及び経常損失の通算額は1，  

555億円の利益で、平成12年3月期における1，092億円の利益に比較すると、4  

64億円の増益となっている。  

なお、平成9年3月期以降の各年度における経常利益及び経常損失の通算額は表1のと  

おりである。  

轟1  経常利益。経常観衆通算板  

（単位：百万円）  

区  分   9年3月期  10年3月期  11年3月期   12年3月期   13年3月期   

損益通算額   －12，165   60，935   63，052   109，175   155，555   

対前期槻ト）額   －54，331   73，100   2，117   46，123   46，380   

対前鄭甑卜）率（％）  3．5   73．2   42．5  
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② 経常利益及び経常損失別の計上額   

調査対象企業における平成9年3月期以降の経常利益又は経常損失の計上状況は表2のと  

おりである。   

平成13年3月期は、調査対象企業の全てが経常利益を計上しており全体の経常利益額  

は1，556億円の黒字となった。  

表2  経常利益・経常換失別計上額  

（単位：百万円）  

区  分   9年3月期   10年3月期   11年3月期   12年3月期   13年3月期   

（企業数）   （18）   （18）   （16）   （18）   （20）   

経常利益額計   59，195   77，402   82，820   111，457   155，555   

（卦 経常利益及び経常損失通算板の内訳  

平成13年3月期において、調査対象企業20社の経常利益及び経常損央の通算額は   

前期に比較して464億円の増加となった。収入面では、営業収益（売上高）が1，02   

4億円、3．8％の増加、営業外収益が54億円、16．9％減少した。支出面では営業原   
価が384億円、1．7％増加及び販売。一般管理費が145億円、6．7％の増加、営業   

外費用が99億円、5．9％の減少したことによるものである。  

調査対象20企業の収益力を売上高営業利益率及び売上高経常利益率で見ると、それぞ   

れ、2．2～35．1％（前期 －1．9～36．9％）、1．1～35．7％（前期飢6．4～3   

5．1％）の間に分布しており、企業間の分散度は高い。  

20社の合計では、売上高営業利益率10．1％（前期9．0％）、売上高営業利益  

率5．5％（前期4．0％）となっている。   
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衰3 経常利益・経常損失通算額内訳  

（単位：百万円）   

区  分   13年3月期   12年3月期   増減（－）額   増減（－）率（％）   

営業収益（剋和   2，825，820   2，723，447   102，373   3．8   

営 業 原 価   2，299，086   2，260，698   38，388   1．7   

営業総利益   517，725   462，744   54，981   11．9   

販売・一般管理費   231，376   216，914   14，462   6．7   

営 業 利 益   286，380   245，823   40，557   16．5   

営業外収益   
26，481   31，882   ‾5，401   －16．9   

うち 受取利息   
14，636   14，605   31   0．2   

営業外費用   158，606   168，533   －9，927   －5．9   

うち 支払利息   130，890   136，964   －6，074   －4．4   

経 常 利 益   155，555   109，175   46，380   42．5   

④ 経常利益及び経常損失の計上状況   

20社の平成13年3月期の決算状況を見ると、全社が経常利益を計上している。  

轟4 経常利益。経常損失計上状況  

（単位：百万円）  

（注）企業別内訳は表13のとおり。   
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2 営業収益（売上高）の動向   

① 営業収益の総額及び計上状況  

20社の平成13年3月期における営業収益（売上高）の合計額は2兆8，258億円  
で、前期に比べ1，023億円、3．8％の増（平成12年3月期475億円、1．7％の減）  

となった。   

これを増加及び減少企業別に見ると、20社のうち、増加した15社の企業収益の合計額は1兆   

9，945億円で、前期比5，135億円、34．7％の増、減少した5社の合計額は8，31   
3億円で、4，111億円、33．1％ の減となっている。  

表5 営業収益（売上高）計土状況  

（単位：百万円）  

（注）企業別内訳は表14のとおり。  

営業収益（売上高）総額は、平成9年3月期以降減少していたが、今期、増加を見た。  

表6  営業収益（亮土高）年度別推移  

（単位：百万円）  

② 営業収益（荒土高）の部門別内訳   

調査対象会社の営業収益（売上高）は、土地建物販売、土地建物賃貸、請負工事、設計  

管理、不動産仲介。鑑定。コンサルティング及びその他営業の各部門からなるが、従来、  

土地建物販売、土地建物賃賃の両部門からの収益がその大部分を占め、当該両部門からの  

収益の割合は、平成9年3月期以降92～93％で推移している。   
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平成13年3月期における不動産販売部門15社の営業収益（売上高）の合計額は1兆7，  

310億円で、前期比436億円、2．6％の増加（平成12年3月期871億円、4．9％  
の減少）であった。   

増減企業別では、増加した9社の営業収益の合計額は9，767億円で、1，662億  

円、20．5％ （前期8社、788億円、10．8％）の増、減少した5社の合計額は7，  

544億円で、1，226億円、14．0％（前期7社、1，659億円、15．9％）の減  
少となっている。   

また、同期における不動産賃貸部門18社の営業収益の合計額は8，707億円で、44  

8億円、5．4％（平成12年3月期、441億円、2．3％）の増加であった。   
増減企業別では、増加した12社の合計額5，559億円で437億円、8．5％（前期  

8社232億円、5．4％）の増、減少した8社の合計額は3，147億円で11億円、0．  
4％（前期10社、77億円、2．4％）の減少となっている。   

なお、その他営業部門19社の営業収益の合計額は2，249億円で、前期比140億  

円、6．7％ （平成12年3月期209億円，11．0％の増加）の増加であった。  

轟7  部門別営業（亮よ高）収益  

（単位：百万円）  

13年3月期  12年3月期  

区  分  増減（－）額   槻ト）率（％）  

企業   金額   企業   金額   

営業収益合計額   20  2，825，820  20  2，723，447   102，373   3．8   

不動産販売部門   

不動産賃貸部門   

その他営業部門   

3 販売用不動産等の状況  

調査対象会社のうち、販売用土地建物、仕掛土地建物、開発用土地から成る販売用不動産   

等を有する17社の平成13年3月決算期期末における流動資産計上額は、1兆9，304   

億円で、前期比1，237億円、6．0％（平成12年3月期5，220億円、20．3％）の   
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減少であった。   

完成資産である販売用土地建物の合計額は、17社合計で7，841億円、前期比504億  

円、6．0％（前期3，522億円、29．7％の減少）の減少となっている。このうち、増加し  

た3社の合計額は1，910億円で869億円、83．4％（前期2社、44億円、4．4％）  

の増加、減少した3社の合計額は5，930億円で、1，374億円、18．8％ （前期15  

社、3，566億32．8 ％）の減少であった。   

また、仕掛不動産等（仕掛土地建物、開発用土地等）の合計額は、12社において1兆  

1，463億円で、733億円、6．0％ の減少（前期13社、1，698億円、12．2％  

の減少）となっている。   

このうち、増加した5社の合計額は5，166億円で、3，761億円、267．7％（前  

期4社、33億円、2．4％）の増加、減少した7社の合計額は6，297億円で、4，49  

4億円、41．6％（前期9社、1，732億円、13．6％）の減少となっている。  

轟8 販売用不動産等内訳  

（単位：百万円）  

13年3月期  12年3月期  

区  分  増減（－）額  槻ト）率（％）  

企業   金額   企業   
金額   

販売用不動産等合計額   17   1，930，375  17   2，054，029  －123，654   －6．0   

販売用土地建物   17   784，059  17   834，426   …50，367   冊60   

対前期末増加   3   190，972   2   104，111   86，861   83．4   

対前期末減少   13   592，957  15   730，315  －137，358   －18．8   

対前期末同額   1   130  130   

（注）1．販売用不動産等の無い企業が3社ある。  

2．企業別内訳は表15のとおり。  

4 借入金等残高の動向   

調査対象20社の平成13年3月決算期期末における借入金等残高（流動負債のうち、短  

期借入金、1年以内償還予定長期債入金、短期償還社債、短期償還転換社債及びコマーシャ  

ルペーパー並びに固定負債のうち、長期借入金、社債及び転換社債の残高）の合計額は、6  

兆3，433億円で、前期末の残高と比較すると860億円、1．4％の増加となっている。   
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これを増加及び減少企業別に見ると、増加した10社において、期末残高4兆6，404  

億円（平成12年3月期 3社、1兆1，598億円）、対前期末4兆4，806億円、2，  

803．7％（平成12年3月期306億円、29．7％）の増加、減少した9社におい  

て、期末残高1兆6，711億円、（平成12年3月期 15社、5兆9，349億円）、  

対前期末4兆2，637億円、71．8％、（平成12年3月期 2，202億円、3．6％）  

の減少となっている。   

最近における決算期期末の借入金等残高は、対前期比、平成9年3月期3，452億円、  

5．1％、平成10年3月期112億円、0．2％の減少、平成11年3月期においては453  

億円、0．7％の増加、平成12年3月期は、1，837億円、2．9％の減少となってい  

た。   

しかしながら、企業の規模は異なるものの、平成13年3月決算期期末における借入金等  

残高が1兆円を越える企業が3社有り、また、単純平均で見ても、1社当たりの借入金等残  

高は3，172億円、同期中における利子支払額は65億円強に達しており、財務体質改善  

上、有利子負債の縮減が必要となる。  

轟9 借入金等残高及び増減別内訳  

（単位：百万円）  

13年3月期  12年3月期  

区  分  増減（－）額  職卜）率（％）  

企業   金額   企業   金額  

短期借入金等   19   2，534，033   19  2，505，426   28，607   1．1  

（注）1．平成13年3月決算期期末において、短期借入金等残高の無い企業が1社、長期借入  

金等残高の無い企業が2社ある。  

2．企業別内訳は表16のとおり。  

5 次期繰越利益及び次期繰越損失等の動向   

企業の経常的な経営活動を示す経常利益及び経常損失について、調査対象20社の平成  

13年3月決算期における動向は上述のとおりであるが、同期においては、バブル崩壊後   
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の財務体質、収益体質の強化を図るため、引き続き、不良資産の処理、借入金の縮減を行  

ったこともあって、経常的な経営活動以外の分野で、「特別利益」や「特別損失」などに多  

くの額を計上しており、経常損益から次期繰越損益にいたる計数を概観すると、以下のと  

おりである。  

（カ 経常利益。経常損失～当期純利益。当期純損失   

経常損益から当期純損益にいたる勘定科目の内訳は表10のとおりである。   

平成13年3月期には、不良資産の処理、また、有利子負債の縮減等体質強化のために、  

特別利益勘定において、主に、固定資産の売却などにより、前期よりも718億円増の  

2，345億円の利益を、特別損失勘定においては、関係会社関係の整理損などにより、  

前期を58億円下回る3，961億円の損失が計上された。   

コストの削減などにより、経常損益通算額は1，556億円の黒字となったが、当期純  

損益の通算額は、特別利益の増加、特別損失の減少により、前期の809億円の赤字から  

28億円の黒字を計上することとなった。   

なお、特別利益及び特別損失の詳細は、表11に示すとおりである。  

轟10 当期純利益・当期終観衆通算額等  

（単位：百万円）  

区  分   経常損益   特別利益   特別損失   税引前当期鈍鵬   当期純損益   

13年3月期   155，555   234，519   396，133   －6，059   2，802   

12年3月期   109，175   162，765   401，957  …130，017   －80，855   

増減（－）額   46，380   71，752   肘5，824  －123，958   83，657   

（注）1．税引前当期純損益 ＝ 経常損益＋特別利益一特別損失。  

2．当期純損益  ＝ 税引前当期純損益一法人税等調整額。  

3．原資料において、百万円未満の端数整理上、計数に一部不突合がある。  

轟11 特別利益及び特別損集の内訳  

（単位：百万円）   
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〔特別損失〕合計13年3月期 ⑳396，133   （12年3月期 ⑩401，957）  

（Dたな卸資産評価損  

④役員退職慰労一弔慰金  

③退職給付金会計基準   

変更時差異償却  

⑧貸倒引当金繰入額  

④投資有価証券売却損  

①関係会社等支援損 3，658（10，676）  

①開発事業支出金評価損 4，049（   －）  

①関係会社債権放棄額 6，0000（4，297）  

⑪固定資産売却損 13，016（18，040）  

③関係会社等整理損 8，235（4，618）  

⑪有価証券評価損 14，463（2，033）  

⑧販売用不動産等評価額26，740（170，907）  

①投資等評価引当金繰入額9，101（12，908）  

⑭固定資産除却損10，607（13，462）  

（∋固定資産圧縮損  83（ 78）  

93，474（42，768）   

186（1，081）  

7，499（  －）  

22，823（1，639）  

23，356（ 628）  

①債務保証損失引当金繰入額 3，500（46，859）  

⑧関係会社株式出資損79，282（ q）  

⑭その他特別損失 16，061（71，963）  

（注）1．合計欄を除き、○書は、平成13年3月期における該当企業数。  

2．原資料において、百万円未満の端数整理上、計数に一部不突合がある。  

（診 当期純利益。当期終損失～次期繰越利益。次期繰越損失  

上記5の（∋の当期純損益から次期繰越損益にいたる勘定科目の内訳は表12のとおりで   

ある。  

平成13年3月期における調査対象企業20社の当期末処分損益は、当期純損益の通算   

額28億円（5社）の利益額に前期繰越損益の通算額174億円の損失額、税効果会計適   

用関連70億円（5社）、中間配当額等95億円（8社）、さらにその他の損失額285億   

円を加減算すると、前期における368億円の赤字から、それを88億円上回る、456   

億円の赤字となった。  

さらに、利益準備金4億円（1社）、資本準備金45億円（1社）、任意積立金481億   

円（5社）の、計530億円（計5社、重複あり）に上る積立金等の取り崩しが行われ、   

この時点では、115億円の黒字となったが、利益処分として、株主配当金131億円   

（11社）、役員賞与6億円（9社）、利益準備金積立8億円（8社）、任意積立金積立39   

9億円（7社）の計543億円（12社、重複あり）が計上されたため、次期繰越損益は   
428億円の赤字となった。  

これを企業別にみると、次期繰越利益317億円（14社）、次期繰越損失745億円（   

4社）、次期繰越利益ゼロ（1社）となっている。   
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表12 利益処分及び損失処理  

（単位：百万円）  

区  分   前期繰越損益  当期末処分損益  積立金等取崩高  利益処分高  次期繰越損益   

13年3月期   ‾5，533   －45，597   52，950   54，279   －42，785   

12年3月期   －2，575   －36，825   96，159   76，687   －17，351   

増減（－）額   －2，958   －8，772   －43，209   －22，408   ‾26，434   

（注）1．当期末処分損益 ＝ 当期純損益＋前期繰越損益＋中間配当積立金取崩  

額－（中間配当額十中間配当利益準備金積立額）。  

2．次期繰越損益  ＝ 当期末処分損益＋積立金等取崩高（任意積立金＋  

利益準備金＋資本準備金）一利益処分額（株主配当  

金＋役員賞与＋利益準備金積立＋任意積立金積立金）  

3．原資料において、百万円未満の端数整理上、計数に一部不突合がある。  

4 大和団地は、平成13年4月1日付けでダイワハウスと合併したため、平成1  

3年3月未の損失金の処理は行っていない。  

③ 収支バランス   

平成12年3月決算期における主要不動産会社20社の決算状況の概要は上記のとおり   

であるが、経常損益以降の収支バランスは次のとおりとなる。   

（収 入） 13年3月期（12年3月期）  

経常損益 155，555 （109，1悶）  

特別利益   234，519 （162，765）  

前期繰越損益 －17，358   （・2，575）  

積立金取崩高  52，950   （96，159）  

税効果会計適用関連 6，995   （56，254）  

その他  －28，488  －882  

合計（百万円）404，173 （420，896）   

（支 出）  

特別 損失  

法人税等調整額  

中間配当額  

利益処分額  

次期繰越損益  

合計（百万円）  

13年3月期（12年3月期）   

396，133 （401，957）  

－8，861（－49，162）  

9，548 （8，765）  

54，279（76，687）   

－46，926（－17，351）   

404，196（420，896）   
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表13 経常利益・経常損失企業別内訳  

（単位：百万円、％）  

区  分   9年3月期  12 年 3 月 期  13 年 3 月 期  

損益額   

三 井 不 動 産  －66．470  12，377  17．540  30，196  12．656   72．2  48．771  18．575   61．5   

三  菱  地 所  16．321  19，568  21，773  15，155  －6．618   －30．4  20．477   5，322   35．1   

平 和 不 動 産   4，590   4，485   3．189   1，307  －1．882   出59．0   2，664   1．357   103．8   

東  京  建 物   947   3，450   1，187   1，418   231   200．4   

ダ  イ  ビ  ル   5，291   5，969   6，332   5，880   n452   騨7．1   6，211   331   5．8   

サ ン ケ イ ビ ル   

大  和  団  地   1．360   2，288  ロ1，22ヲ   色34．9   

住 友 不 勒 産   1．146   1，0ヲ0  柑，183  柑，288   

小 田 急 不 動 産   2   134   229   1，000   771   336．了   1．681   681   6臥1   

2．428   2．039   2．024   出15   虚0．7   1，971   b53   岬2，6   

731  ロ3，003   80．8   

チ  モ   829   1．424  脚1．726  肋1，794   出68   3．9   1，071   2，865  

大  5，164  －14．422   6．036  11．333   5，297   87．8  ＝，5（さ0   227   2．0   

テ 仙 オ ー シ ー   4，771   5．077   5，026   5，039   13   0．3   5，120   81   1．6   

東 京 楽 天 地   1，716   1，241   1，148   1．332   柑4   16．0   1，975   643   48．3   

三井不動産販売   2．037  －2，045  －14，568   3．348  17，916  騨123．0   4．501   1，153   34．4   

地 産ト ー カ ン   318   586   302   133   －169   ロ56．0   357   224   168．4   

宥  楽  土  鞄   2，073   1．084   646   1，586   940   145．5   4，500   2，914   183．7   

ダ イ ア 建 設   4．494   3，490   1，626   3，924   2，298   141．3   3，849   －75   －1．9   

合  計   －12，165  60，935  63，052  109．175  46．123   73．2  155，555  46．380   42．5  
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表14 営業収益（売上高）企業別内訳  

（単位：百万円、％）  

区  分   9年3月期  12 年 3 月 期  13 年 3 月 期  

営業収益額   

三 井 不 勒 塵  687，740  570．388  574，020  622，751  48．731   臥5  595，793  n26．958   ロ4．3   

－1．3  389．995  30，917   臥6   

ロ0．9  23，678   5，680   31．6   

サ ン ケ イ ビ ル   9，891   

町18．1  233，386   1，948   0．8   

0．3  150，504   6，380   乳4   

小 田急 不 勒 産  29，2了了  23，510  27，柑2  29．451   

東 宝 不 勤 産  11．561  11，476  10，504  10，373   血131   」．2   9．971   ン   p3．9   

藤 和 不 動 産  157，185  119，801  129，062  137，586   8．524   6．6  147，071   9，485   6．9   

テ  モ  52．764  5臥520  46．124  52，756   6，632   14．4  52，579   騨177   pO．3   

大  京  519，301  504，01ヲ  420，261  359，649  ロ60，612   中14．4  3（き6，998   7，349   2．0   

テ 岬 オ ー シ ー   14，925  14，898  14，朋0  】4，368   p72   ℡0．5  14，352   b16   血0．1   

東 京 楽 天 地   6．135   5，781   5．480   5，489   9   0．2   6，572   1，083   19．了   

三井不勒産販売  69，233  舶，627  58，826  51，840  出6．986   pll．9  57，153   5．313   10．2   

地 産 卜 出 力 ン  3了，359  36．336  34．914  27，163  脚7，了51   ひ22．2  31，781   4，618   17．0   

有  楽  土  鞄  63．685  5ヲ．061  了0，149  73，271   3，j22   4．5  80，504   7，233   9．9   
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衰15 販売用不動産等資産計上額企業別内訳  

（単位：百万円、％）  

区  分   9年3月期  13 年 3 月 期  

販売用不軌産額   

三 井 不 動 産  542，719  522，193  515，317  384，542  －130．775   －25．4  363，234  －21，308   口5．5   

三  菱  地  所  276，633  243，267  241，596  218，684  p22，912   b9．5  238．049  19．365   臥9   

平 和 不 勒 塵  13，866  11．635  16，242  11．322  ■4，920   ロ30．3  10．207  －1．115   血9．8   

東  京  建  物  82，336  119．032  130．564  113，416  －17，148   －13、1  62．136  p51，280   伽45．2   

ダ  イ  ビ  ル   308   308   294   715   421   143．2   130   －585   ロ81．8   

サ ン ケ イ ビ ル  

東 急 不 動 産  334，730  32ヲ，1博1  263，241  柑6，435  －96，806   出36．8  163，300  －3．135   帥1．9   

大  和  団  地  156，200  16軋337  141．016  130．649  騨10，367   －7．4  11了，413  喩13，236   」0．1   

住 友 不 動 産   －39、8  141，567  19．986   16．4   

小 田 急 不 動 産   m2臥5  14，033   15．了   

東 宝 不 動 産   －10．2   57   4   7．5   

藤 和 不 動 産   n17．8  229，528   hO．2   

血32．5  27，459   360   1．3   

脚13．8  472．006  伽56．306   blO．7   

テ 血 オ ー シ ー  

東 京 楽 天 地  

三井不勒産販売  50，688  47，173   
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表16 期末借入金等残高企業別内訳  

（単位：百万円、％）  

区  分   9年3月期  12 年 3 月 期  13 年 3 月 期  

期末借入金琴残高   

三 井 不 動 産  1．126．074  998，895  998，466  997，892   円574   ⊂0．1  1，008，704  10．812   1．1   

三  菱  地  所  998，319  1，029．409  1，089，461  1，059，360  －30，101   －2．8  1．116．382  57，022   5．4   

平 和 不 動 産  55，640  50．326  48．100  54，050   5，950   12．4  75，850  21，800   40．3   

東  京  建  物   －4．9  274，247  －44，475   馳1卑．0   

ダ  イ  ビ  ル   

サ ン ケ イ ビ ル   5，252   8，180  19，000  31，500  12，500   65．8  35．175   3．675   11．7   

東 急 不 助 産  479，999  479，691  464，689  439，352  爪25．337   

大  和  団  地  1引，291  155，891  151．991  151，991   

」1．4  87，338   6．978   臥7   

bO．0  999，115   

0．0  13．100   

b3．4  10臥998  －6，008   

閂16．2  20．365   

“16．1  77，943  ml（i．91了   

kunugi
長方形



（参考）営業収益（売上高）の増減別推移  

（単位：百万円）  

区  分   9 年 3 月 期  10 年 3 月 期  11年 3 月 期  12 年 3 月 期  13 年 3 月 期   

対前期増加企業  （10）   117，316  （5）  51，392  （9）  104，300  （10）   107，348  （15）   134，193   

対前期減少企業  （10）   －186，943  （15）   －249，444  （1り  －143．974  （10）   －154，806  （5）  －31，820   

合   計   （20）   －69，627  （20） －19乳052  （20）   －39，674  （20）   －47，458  （20）  102，373   

（注）審きは、企業数。  

（参考）期末借入金等残高の増減別推移  
（単位：百万円）  

区  分   9 年 3 月 期  10 年 3 月 期  11年 3 月 期  12 年 3 月 期  13 年 3 月 期   

対前期増加企業   （8）  35，678  （12）   271，252  （7）   151，柑9  （3）  36．561  （10）   221，319   

対前期減少企薬   （1り   －380，897  （7）   q282，435  （13）   －105，867  （15）   －220，225  （9）   －135，307   

対前期同額企業   （り  0  （1）  0  （2）  0  （1）  0   

合   計   （20）   －345，219  （20）   －11，183  （20）  45，322  （20）   －183，664  （20）  86，012   

（注）審きは、企業数。  

〔いちはし ひろよし〕  

〔（財）土地総合研究所 参事役〕   
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